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日
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（
水
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池
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・
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呼
－
平
等
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鳳
風
堂
見
学
ー
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治
観
光
　
　
　
演
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「
シ
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ク
ロ
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ド
か
ら
き
た
話

　
　　
　
開
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解
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十
三
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前
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学
ー
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象
　
国
文
学
科
一
、
二
年
生
全
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
の
講
演
会
は
、
説
話
文
学
研
究
で
高
名
な
池
上
洵
一
先
生
に
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ご
無
理
を
申
し
上
げ
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

　今
年
度
の
文
学
遺
蹟
め
ぐ
り
は
、
久
し
ぶ
り
に
宇
治
方
面
に
出
か
け
　
　
　
に
収
め
る
五
色
の
鹿
の
話
な
ど
を
題
材
に
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
、
日
本
、

ま
し
た
。
当
日
は
、
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
実
地
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
　
　
　
ま
た
時
に
は
西
欧
へ
、
文
字
通
り
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
伝
っ
て
、
物
語
が

一日
で
し
た
。
橘
島
で
点
呼
の
後
、
平
等
院
鳳
風
堂
の
見
学
に
始
ま
り
、
　
　
　
如
何
に
変
容
を
遂
げ
て
い
く
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
仏
典
な
ど

昼
食
場
所
に

て

柿
谷
先
生と
鈴
木
先
生
の
解
説
を
伺
い
、
宇
治
と
縁
の
　
　
　
に
記
さ
れ
た
内
容
を
非
常
に
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
く
だ
さ
る
ば
か
り

深
い
作
品
を
鑑
賞
す
る
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
薫
と
浮
舟
や
、
平
家
の
　
　
　
で
な
く
、
遺
蹟
に
残
る
壁
画
資
料
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
の
お
話
に
は
、

武
将
た
ち
の
悲
哀
流
れ
る
宇
治
川
に
し
ば
し
目
を
と
め
、
平
安
の
昔
に
　
　
　
学
生
達
も
普
段
の
講
義
に
な
い
も
の
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
熱
心
に

想
い
を
馳
せ
る
学
生
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
　
　
　
身
を
乗
り
出
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
学
生
達
も
多
く
、
講
演
会
後
、
演

初夏
の
日
差
し
を
友
と
し
て
三
室
戸
寺
を
参
拝
し
、
名
残
の
風
が
吹
く
　
　
　
習
な
ど
の
場
で
取
り
上
げ
た
ゼ
ミ
も
あ
る
と
聞
く
。
豊
穣
な
説
話
文
学

な
か
で
今
年
の
旅
を
終
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
世
界
に
触
れ
得
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
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時
　
平
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六
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二
十
八
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（
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
は
、
中
西
前
学
長
、
本
学
科
非
常
勤
講
師
（
大
谷
女
子
大
学
教

　
　
　
　午
前
十
一
時
か
ら
午
後
三
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
）
入
江
春
行
先
生
を
交
え
、
国
文
学
科
専
任
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

場　
所
　
大
槻
能
楽
堂
（
大
阪
市
中
央
区
上
町
A
番
七
号
）
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
の
文
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
公
開
講
座
を
催
し
、
盛
況
の
う
ち
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加者
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年
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に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
。
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員
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手
二
名

演

目
解
説
　
　
　
　
　
泉
嘉
雄
　
　
　
　
1

　
　　
　
能
　
　
「
安
達
原
」

　
　
　　
狂
言
「
棒
縛
」

　
以
上
の

要領
で
平
成
六
年
度
国
文
学
科
の
芸
能
鑑
賞
を
実
施
。
学
生

に

は

事前
に
研
究
室
か
ら
資
料
を
配
布
し
、
当
該
演
目
に
関
す
る
予
備
　
　
　
4

知
識を
求
め
た
。
ま
た
当
日
に
は
、
大
槻
能
楽
堂
か
ら
学
生
鑑
賞
能
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
配
布
さ
れ
、
一
層
理
解
を
深
め
た
こ
と
と
思
う
。
　
　
　
　
5

　
　
みち
の
く
の
安
達
が
原
の
黒
塚
に

　
　
　　
鬼
こ
も
れ
り
と
い
ふ
は
ま
こ
と
か
　
　
　
　
平
兼
盛
　
　
　
　
　
6

背
景
に

ひそ
む
「
ひ
と
つ
家
の
鬼
女
伝
承
」
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き
、

和
歌と
の
関
連
な
ど
、
様
々
な
興
味
を
起
こ
さ
せ
る
演
目
で
あ
っ
た
。

　観
能
後
、
橋
本
先
生
の
解
説
の
も
と
、
史
跡
「
難
波
宮
跡
」
を
見
学
。

学
科
行
事と
し
て
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
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